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　天文學の樹象である二二は，（二丁を除けば，）全部，皆，世界共有のもので

あるから，之を研究するには，常に世界の學者と共に勉め働む心が無ければな

らない．二って，あらゆる問題について，世界の二者と通信し，文通し，會議

し，討論することが必要である．しかしながら，用語の問題だけは，要するに

各國の國内問題であるから，外國の人々に氣無ねすることは無用である．

　今日，天文學に關する一般的の閾題も竃に閉しいのであるが，その中で，（1）

改暦の問題と，（2）用語の問題とは，何れも大切なことで，それぞれの立場か

ら，二者も俗者も，關心の的となってみる。しかしながら，上述の原則から見

ても判るやうに，改暦の問題は全世界共通の問題であるが故に，是非國二言議

に於いて決議しなければものにならないことである．故に，之は現今の大戦鼠

が絡るのを待って會議を開き，實行へ進まなければならない．この二丁のどさ

くさ紛れに便乗して姑息な改暦を行ふことは，世界を三三に導くことと同じで

あるから，世の識者は注意しなければならない。樹，一般に，ものを改めやう

とする論者は，とかく“改める”といふことにのみ急で，改めなV・前の“現

1伏，’の美黙を見ることを嫌ひ，興れを攣るべく悪く見る傾向がある。從って，

心が公李でない．現に，今のグレゴリオ暦にも若干の美難があるが，中にも，

現に全世界人が之れを使用してみるといふ事實を正覗しなければならない．今

後，いくら良い暦が作られても，世界の一部分にしか實行されないものなら

ば，それは現行のグレゴリオ暦に劣るものであるとと明白である．三百飴年前

にユリウ3暦が康止されたのに拘らす，例へば，天文研究の叢る：方面では，依

然として此のユリウス暦が利用されてるる事實を見ても，“改暦”といふこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
は，成るべくは行はないのが宜いのであり，若し，行るならば，全世界人が一

入残らず纏れを實行ずる氣運を作らなければ，無意味であることを，重ねて述

べて置く．かの1925年頭に“天文時制”を改めた一事でさへ，天文學界の一部
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に，如何に迷惑を與へて居るかを考へて諮るが憎い．

　用語の問題は，再臨性を有たない。殊に，我が國内に於いて，目下，各方面

から國語や三文の改善が叫ばれてみる時であるから，日本の天文用語といふも

のも，再三槍面して，早く安當なものが生れるやうにしたいと思ふ．只，この

場合に，せまい意味の天文學の専門家に委せることは不可である．いつも言ふ

如く，専門家といふものは，馬車馬であり，井底の蛙であり，不具者であり，

判断力の欠格者てある．どうしても之は，疲秀なるアマチ。アと，熟語學者と，

文筆家，天文以外の前者等を加へて，桧1健れなければならぬ．

　省，天文用語の問題については，

　　A）現在同一一＝“の原語に幾つかの虚語が用ゐられてるることを統一・すること

　　B）なるべく漢語を避け，耳で伴いて判る言葉を定めること

　　C）必ずしも純日本語に囚はれす，ラテン語などから出た世県の共通語

　　　　は，日本でも採用すること

等を考慮しなければならないのは勿論であるし，叉，大東亜の盟主として世界

に君臨する我が國の：文化的i氣遣のためにもt

　　D）．星座名の中に，日本式なものを採用して，外國にも用みさせるぐらゐ

　　　　有力なものとすること

　　E）月面にも，日本名を若干使用すること

など，老へて見るべきではないかと思ふ．

　星座の名は，ギリシャ以來の歴史を調査して見ても，すいぶん氣まぐれや，．

茶目氣のものがあり，全部が，ギリシャ乃至近代賦洲入の専横にゴせられたま

玉であった．しかし今後は，‘‘世界文化”ば欧米人だけのものではないのだか
　　　　　　　　　　　　　　　　ふんら，吾々東洋人としても，多くの言ひ分を主張して宜v・と思ふ．尤も，ギリシ

ャ示申話に直接画品するトレミの48庵だけは，姑く手をつけない方が紳士的か

も知れない．しかし，古典と關係の無い“近代皇座”についてはナンセンスの

ものが少なくない．Apus（風鳥）だとか，　Cae三u搬（彫刻具）だとか，　SCulptor

（彫刻室）だとか，Indus（インデヤン）だとか，腿ensa（羅山）だとか，　Musca

（七竈）だとか，Pictor（書架け）だとか，　Tucana（トウカン烏）だとか，　Voiafis

（飛魚）だとか言ふ星座を，今日の吾々が後生大事と保存しなければならぬ理

由が，何所にあるか？i豊めて，こんな名の代りに，“飛行認’だとか，“ラヂ

オ”だとか，“潜水艦”だとかを，新しい星座の名に繰り入れることは，二三

百年前に，新文明の利器に封ずる非常な感激を以ってTelescopiUln（望遠鏡）

や，Antli，ft（室氣ポンプ）や，　Sextans（六分儀）や，　HorGlogium　G寺計）

や，Retic認Um（レチクル）をア為ワの人々が旦座に採り入れた先例に響ふわ

けであって，今二十世紀の文化を後世に誇る丞塑にも成るだろう．また，“富



天下256 改暦，天丈新語など 313

士山”や，“奈良の大佛”や，支那の“萬里の長城”などは，東亜にあるけれ

ど，今や全く世界の名所なのだから，これ等を新しい星座名として用みること

は，新時代を永久に紀念するものであろう．

　個々の星の名だつて，何時までも，ほとんど，無意味なアラビヤ名を或る程

度まで整理して，東洋の名を少しは採用したら如何なものかア　幸ひにして，

センタ、ウル座のア星や，べ星や，十字架座の主な星々は，固有名が無V、のであ

るから，先づ此等に博して適當な名を興へ，外國の學者にも之を用みさせ’るや

う努力するが宜V・と思ふ．センタウルや十字架の星座は，日本内地からは殆ん

ど見えないので，今までは縁の淡いものだったが，大東亜時代に入って，我が

國の威力は赤道以南にも廣まり，此等の広々は，言は璽，‘‘吾等の星”になって

了つたのである．この出品の記念に，こうした無名の一等星に，名を與へるこ

とも，意義あるごとと思ふ。

　一般の天：文用語を，耳でわかる日本語として新たに定めることも，非常に大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つき　　　 ほし　　　こよム　　　ミ「き

切である。既に今用みてみる言葉の中でも，月や星や，暦や，時などは，そ
　　　　　　　　　　　ほンきぼし　ながカぼし　　ひ　　　みセかづき　　ひので　　ひのいり　　みちしほ　　びしほ

めま』で聡いのだし，叉，彗星，流星，日，三日月，日出，日渡，急潮，干潮

などの俗語は此のま㌧壊術語として用みて，少しも差支へない．尚，日月蝕の

ためには“はえ”といふ良V・古語があるのだし，水星，金星，火星，木星な

ど，語學者に：言はせれば，古い日本語もあるだろうと云ふけれど，しかし，絵

りに現代離れしたものや，全くの死語を再生せしめるのも困難だろうから，む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつほし　　かねほこし　　ひぼし　　　きぼし　　つちぼし
しろ，思ぴ切って，多少の異論はあっても，槍法，金星，火星，木星，土星と

呼ぶことにすれば，すべての人が，今更らしく古い紀文國語を再召しないで濟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きのん　　きのミ
むわけである．我々の先鋭は，支那の十干十二支を輸入したとき，甲，乙，
ひのえ　ひつぎ

丙，丁などといふ日本式の言葉を作った先例もあるのだから．

　緯度，経度，赤道，黄道，子午線，地建線，日週運行，年週蓮行，順行，逆

行，停留，赤経，赤緯，光線屈折，遊星，恒星，連星，攣星，星霧，星斗，覗

差，固有運動會合，封衝，軌道，引力，楕圓，麺物線，双曲線等々，これ等

は皆，何とか良い日本語に改めなければならない．實に大事業である．しか

し，戦闘に遺事してみる皇軍將士の意氣に習って，奮って此の難局に痴るだけ

の心掛けが欲しいものである。一こうした問題について，いつも思ぴ出され

るのは，ドイツ語の學術用語である．フランスや英國あたりではラテン語系統

の言葉が學術用語に多く用ゐられるが，ドイツでは成るべくドイツ生粋の言葉

が用ゐられる．緯度はBreite（日本語に直聴すれば，はx’），経度はLEnge

（ながさ），赤経はGerade　Aufsteigung（正しV・上昇），赤緯はAbweichung

（偏り），望遠鏡はFernrohr（遠田），子午線はMttagslinie（正午線）と言

ったようなわけである，
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　日本語には語歎（語稟）が少いといふ人があるけれど，自分は決して左様に

思はない．日本語にも澤山の良い言葉はある．　ドイツ流1こ研究し，工夫すれ

ば，日本語にも充分な語数があると思ふ．例へば，光線が屈曲するといふ意

味の言葉lc，英語（ドイツ語）で言へば，　Refract孟on（Lich乞brechung），

Diffrac亡ion（Beugung），　Deviation（Abweiclrung），　Aherration（Aberration）

等いろ々々のものがあるが，日本語にも，“まがる”，“折れる”，“偏る”，“外

れる”等々の言葉がある．故に，これ等のものの中から適冨なものを原語の課

名として選定すれば宜いのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしあ
　試みに，少し詳しい蹴書などをあさって見ると，“星會ぴ”といふ言葉があ

る．之れは天文用語の“七三”Conjunctionの新守語として適當なものであ
　　　　ほしいし　　ほしくつ
る．叉，“一石”“星屑”“恐くそ’などといふ日本語は‘限星”．と同じ意味のも
　　　　　　　ほしはら
のである．叉，“星原”といふのがあるが，之は星野殴ar－fieldの繹名として
　　　　　　ほしてだ
用みて宜い。“星目ゲは流星雨Meしeoric－Showerの意味に，昔から用ゐら

れてるて，今の吾々が用みても，少しも耳さわりではない良い言葉である．

　自分は，星座を“星総”（ドイツではSternbild），天球を：“ぴさかた”（弓形，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たびしょワ
印ち球形の意），恒星を“つねぼし”，遊星を“三星”，衛星を“ともぼし”，天
　　　　ほしみだい
二三を“星見皇”，件星を“つれぼし”などといふ風に言ひ換へたいと考へて
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　もき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

るる．順行や逆行は“行き”と“戻り”で宜いと思ふ．ル1プLoOPは“輪”

で宜い．七口は“いびつ”といふ良い日本語が昔からある．レンズは“レン
　　　　　たま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかマ

ズ”でも“玉”でも宜い．二物レンズはヒ‘二二、玉”で宜いと思ふ．向島だと
　むかふか，山川（武庫川）だとか》・ふ地名が日本語として存在する．元來“むこう”

といふ言葉は“艇長”といふ意味もあるのだから，封衝の代りに“向き合ぴ”

と言っても宜いと思はれる．

　新しい天文用語は，日本文が將來カナモジや，Roma砺に者き直される場合

にも，不便のないやうなものを，今から聾回して置くことが肝要である．

　世界各國共通の語原のもの，例へば覗曽（PUt”rallpsx）だとか，薫道（Eclip匙ic）だ

とか，Aberrationだとか，歳差（Precしbsiっユ）だとか，極（Pole）だとか言ったや

うなものは，むしろ我が國だけが術訟を特別に作らないで，‘‘パララクス”，‘‘エ

クリプチク”，‘‘アベラシオゾ｝、‘tプレセシオン”，‘’ポ1ル’，などと，姑くは片

カナで書いても宜V・と思ふ．既に，爲眞家などは，“覗差”と言はないで，“パ

ララクス”といふ言葉を，現に用みてみる．どうしても，こんなになる傾向が

自然なのだらう．

星座の名などは，既に90％ま◎耳でffr　XAてわかる日本語になってみる・い

よ々丹塗氣になって研究して見れば，新用語の選定は大して困難なものではな

いやうに思はれる．たf，自分は今“天文L、　ir”といふ言菜の代叫こ良いものが

思ぴ付かなV、ので，途方に暮れてみる．（絡）


